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風 向 コj北よりの風 南よりの風（真南以外） 真南の風■一 m／sIm／slm／s m／s■ m／s「 　■m／s陸上観測塔15mの風速 ≡ 5 一 15 一 5 15 5 15
■
海上観測塔屋上風速 8．9 22．8 6．4 19，3　1　　■ 5．6 16．2
■
同上，塔の影響補正 8．2 21．1 5．9 17．9！ 5．9 17．9
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合 計 日本海または北季 節 台風による目数 海道付近に低気 その他の原因に日 数 圧があった目数＿ よる目数■ I
春 ， 12目 一 1O目 2日
夏 i 25目 20日 3 目 2目
秋 18日 ； 14日 4 日 ■
冬 17日 ■ 2 目 15目i
■ 」
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3要素でつくる吹送距離図表を書くと，南西風の時は第6節でも述べたのと同様に，吹送距離
は40km前後と見なされ，南風の時はこれよりもいくぶん大きく，西南西の風の時はいくぶ
ん小さい傾向にあることもわかった．
8．　結　　　　論
　平塚沖の相模湾に建てられた観測塔で主として測られた過去1か年問の資料を用いて，平塚
沿岸の風，水温および海面の波の特性を調べたところ，次のようなことが得られた．
　（1）海上観測塔の風速は陸上観測塔の風速より強く，北寄りの風の時およそ1．8倍，南寄
りの風の時は1．3倍である，これは測定高度が互いに多少異なることのほか，陸上観測塔は北
風の時平塚の市街風の影響を，また南風の時は海岸の砂山の影響を受けているためである．
　（2）　しかしながら，地表面または海面から数10mより上空では両考の風速はほぽ一致し
ているものと推定される．両点での風速の鉛直分布の観測から海風が陸地へ吹き込む時，ある
いは逆の時，風は異なった地表面上の風となるため，二次境界層が生ずることがわかった．こ
の境界層の高さと，風の吹送距離との比は陸風に対しておよそ1／30，海風に対しおよそ1／10
である．
　（3）平塚沿岸の海水温度は伊豆大島の季節変化とよく似ており，夏は平塚がいくぶん高温
であるが，冬期は1～2℃程度低い．このことは，平塚沿岸の水温は黒潮の影響を強く受けて
いることを意味する．
　（4）表面水温は，冬はおよそ13℃，夏はおよそ2ぴCである．しかし20mの海底では
夏でも24℃を越えない．
　（5）海岸から沖合4kmぐらいまでの問にかけて，表層から水深60mまでの海水温度の
断面観測を行なったが，冬から春はほぼ等温であるが，夏期には水平的にほぽ層状分布をして
いるといえる．このことから水の動きは等深線に対して垂直でなく，平行な成分が強いことが
推論される．
　（6）平塚沿岸での波は江ノ島沖の波高と大差ない・
　（7）電気容量の変化を利用して表面水位の各瞬問ごとの変化を記録したものから，従来定
義された有義波高や最大波高を簡単に求めるには，有義波の周期の1／10程度の時問で，もと
の記録を移動平均して求めるとよい・
　（8）　平均波高と有義波高の比は，圧力式波高計で測ったものは従来の結果とほぽ」致し，
1．65である．しかL電気容量型波高計で測った表面波高では，従来の結果よりいくぶん大きく
1．9である．
　（9）波高値はデータのとり方，計算処理方法あるいは測器によって異なったものが出るが，
水位変動の二乗平均値すなわち，波のエネルギーはその方法によってあまり違わないので，他
の資料と比較する場合は，エネルギーを用いるほうが望ましい．なお，ここで得られた1／3有
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義波高は，水位変動の二乗平均値の平方根の3．3倍となった．
　（10）平塚沿岸での波は複雑で，風波のほかに，うねりも相当はいってくる．平塚と八丈島
がともに南寄りの風向成分の時は，この付近一帯が南風の風系にはいっているとみなされるの
で波高は風速と関係が強い．しかし，このような場合は全体の20％の回数しかなく，その他の
80％は局地的な風系に支配されているとみなされ，平塚の風速だけでは波高はほとんど表現す
ることができない．
　（11）平塚が南西風の大きな風系にはいっている時，たとえぼ日本海に強い低気圧があるよ
うな時は風波が高くなる．このようた例で最大波高が1mを越えるのは年間19日程度あり，
そのうち，春がその半分を占める．しかし平均的な吹送距離は30～50kmとみなされ，海面
上10mの高さの風速が数時問にわたって10m／sの時，1／3有義波高は1m，同20m／s
の時，2．5m程度となる．
　（12）台風が南方洋上にある時は，たとえ平塚で風がなくても，うねりが打ち寄せ，最大波
高が2mを越すのは年問10日程度，同1mを越すのは34日程度で夏と秋に多い．
　（13）平塚で南西風が強い時の1／3有義波高の平均の成長速度は1時問当たりおよそ25cm
程度である．また減衰比は12時問後で0．42程度となる．
　（14）風が急激に強くなった時の水位変動のパワースペクトルの変化をみると，吹き始めて
2時問後までに周期が3秒より早い波が，また4時問後までには周期5秒より早い波が大体飽
和状態になる．しかし，吹送距離が30～50kmなので，用期の大きな波は十分には発達しな
くて，胴期10秒のスベクトル密度はたとえばNeumamのスペクトルと比較すると風速15
m／sのところで，およそ1けた小さい．
　以上は平塚沖の風，水温，および波の特性の概要を述べたものであるが，今後これら一つ…
つについて詳細に調べなけれぼならないと考えている．
　最後に，この研究をまとめるに当たり，当センターの田中孝紀，藤縄幸雄，渡辺英雄の諸氏
にも協力していただいたので，ここに謝意を表します．
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